
ト
ピ
ッ
ク
ス

和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
開
催
案
内

1・
2Ｐ9Ｐ

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

平
成
2
3
年

平
成
2
3
年

458
458

　
岩
国
港
は
、
西
暦
18

11年
に
築

港
さ
れ
て
以

来
、
今

年
で
2
0
0
年

と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
3
月
下
旬
に
豪

華
客

船
3
隻
（
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く

び
い
な
す
・
飛
鳥
Ⅱ
・
に
っ
ぽ
ん
丸
）
が
相
次
い
で
岩
国
港
に
入

港
、

３
月
2
5
日
に
は
、
飛

鳥
Ⅱ
の
船
内
見
学
会
に
小
学
６
年
生
児
童
が

参
加
し
ま
し
た
。



マークは当選者
（敬称略）

　　米本　正明

　　西村　榮弘

　　森脇　明美

　　野村　邦光

　　上岡　孝光

　　中礒　利博

　　上岡富士夫

　　兼本　信昌

　　小林　秀嘉

　　村田　良子

　　中村　淳良

　　灰岡　裕美

　　嘉屋　富公

４８６票

４０１票

２６５票

２５４票

２４４．５３４票

２４０票

２３３．４６５票

２２２票

２１６票

１９８票

１７５票

１７４票

１３６票

　

４
月
24
日
、
統
一
地
方
選
挙
の
後
半
戦

「
和
木
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
19
日
に
告
示
さ
れ
た
町
議
会
議
員
選

挙
は
、
定
数
10
に
対
し
、
現
職
10
人
、
新
人

３
人
が
立
候
補
、
５
日
間
の
激
し
い
選
挙
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

最
も
身
近
な
選
挙
と
あ
っ
て
、
投
票
率
は
前

半
戦
の
県
議
会
議
員
選
挙
と
比
べ
、
７
・
49

ポ
イ
ン
ト
上
回
る
65
・
75
％
で
し
た
。

　

開
票
作
業
は
、
20
時
50
分
か
ら
体
育
セ
ン

タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
支
持
者

や
関
係
者
が
、
か
た
ず
を
の
ん
で
見
守
る

中
、
得
票
状
況
が
50
票
ご
と
に
発
表
さ
れ
、

10
時
25
分
に
開
票
事
務
の
す
べ
て
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（　

）
内
は
平
成
15
年
の
数
字

◆
有
権
者
数

◆
投
票
者
数

◆
有
効
投
票

◆
無
効
投
票

◆
投
票
率

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

当

次

候補者別得票数

投票のようす（体育センター）

４
，
９
８
７
人

（
５
，
０
６
１
人
）

３
，
２
７
９
人

（
４
，
０
１
５
人
）

３
，
２
４
４
・
９
９
９
票

（
３
，
９
８
６
票
）

34
票
（
29
票
）

65
・
75
％
（
79
・
33
％
）
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小 林 秀 嘉（３）
無所属・学習塾経営

兼 本 信 昌（２）
無所属・基地従業員

上岡富士夫（２）
無所属・無職

中 礒 利 博（３）
無所属・自営業

上 岡 孝 光（２）
無所属・無職

野 村 邦 光（３）
無所属・団体役員

村 田 良 子（１）
無所属・飲食業

西 村 榮 弘（３）
無所属・無職

米 本 正 明（４）
無所属・会社役員

森 脇 明 美（５）
無所属・無職

【定数 10】（敬称略）
（　）内は当選回数
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ま
ち
の
話
題

警
察
官
駐
在
所
に
福
永
さ
ん
、
村
木
さ
ん

　

岩
国
警
察
署
和
木
警
察
官
駐
在
所
で
は
、

４
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
所
長
と
し
て
福

永
松
次
さ
ん
（
巡
査
部
長
）
が
、
所
長
代
理

と
し
て
村
木
辰
幸
さ
ん
（
巡
査
部
長
）
が
新

た
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
福
永
さ
ん
は
「
和

木
町
で
暮
ら
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
日
々
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
全
力
で
和
木
町

の
治
安
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
心
意

気
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

福
永
さ
ん
、
村
木
さ
ん
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

宮本アヤ子 さん

「鍬入れ」を行う古木町長

ま
ち
の
話
題

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
を
委
嘱

　

平
成
23
年
４
月
１
日
付
け
で
、
山
口
県
公

安
委
員
会
か
ら
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
と
し
て
太
田
俊
裕
さ
ん
（
和
木
５
丁
目
）

と
中
村
淳
良
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
と
は
、
地

域
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
活
動
な
ど
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
、
道
路
交
通
法
で

規
定
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
こ
と

で
す
。
交
通
事
故
の
な
い
町
を
目
指
し
、
地

域
の
交
通
安
全
活
動
へ
の
協
力
・
援
助
に
あ

た
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

消
防
東
出
張
所
長
に
丸
茂
さ
ん

　

岩
国
地
区
消
防
組
合
の
４
月
の
人
事
異
動

に
伴
い
、
中
央
消
防
署
東
出
張
所
長
と
し
て

丸
茂
康
雄
さ
ん
（
消
防
司
令
）
が
着
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

丸
茂
さ
ん
は
「
和
木
町
民
の
皆
さ
ま
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
お

守
り
す
る
事
を
使
命
と
し
、
職
員
一
同
、
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」
と

意
気
込
み
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
防
災
行
政
に
つ
き
ま
し
て
、
今
後
と

も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

自
衛
官
募
集
相
談
員
を
委
嘱

　

平
成
12
年
４
月
よ
り
、
自
衛
官
募
集
相
談

員
と
し
て
お
世
話
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

松
本
和
孝
さ
ん
が
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り

辞
職
さ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

　

後
任
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
と
し
て
、
樹

木
政
光
さ
ん（
瀬
田
１
丁
目
）が
新
た
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期
間
は
平
成
23
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

自
衛
隊
は
国
の
安
全
保
障
と
い
う
重
要
任

務
の
ほ
か
、
災
害
の
際
に
は
住
民
の
人
命
、

財
産
を
守
る
た
め
、
災
害
復
旧
活
動
に
出
動

中 村 淳 良 さん

丸 茂 康 雄 さん

樹 木 政 光 さん

太 田 俊 裕 さん

す
る
な
ど
、
果
た
す
役
割
は
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
自
衛
隊
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
有
能
な
自
衛
官
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

自
衛
官
の
募
集
、
応
募
に
関
す
る
お
問

合
せ
、
ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
樹
木
政
光
さ
ん（☎

52
ー
７
０
３
７
）

村 木 辰 幸 さん 福 永 松 次 さん
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ま
ち
の
話
題

県
税
務
課
職
員
に
併
任
辞
令

　

４
月
13
日
、
山
口
県
税
務
課
徴
収
対
策
班

の
杉
山
潔
主
査
他
11
名
に
和
木
町
職
員
と
し

て
の
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
主
に
税
の
未
納
者
に
対
す
る
納
付
指
導

と
徴
収
、
悪
質
滞
納
者
の
差
し
押
さ
え
な
ど

を
町
税
務
課
職
員
と
と
も
に
行
い
な
が
ら
、

徴
収
事
務
に
つ
い
て
指
導
に
あ
た
ら
れ
ま

す
。

吉 國 芳 夫 さん

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

３
月
30
日
に
仲
谷
ウ
タ
子
さ
ん
が
、
満
90

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

仲
谷
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十
分

に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

杉 山 　 潔 さん

仲谷ウタ子 さん

 幼稚園入園式（4月12日）

ま
ち
の
話
題

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献  

吉
國
さ
ん
に
永
年
勤
続
表
彰

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
吉
國
芳
夫
さ
ん

（
関
ヶ
浜
２
丁
目
）
が
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会
長
か
ら
永
年
勤
続
退
任
民
生

委
員
児
童
委
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
國
さ
ん
は
、
平
成
５
年
12
月
か
ら
平
成

22
年
11
月
ま
で
の
17
年
間
に
わ
た
り
町
の
民

生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
平
成
16
年
か
ら

は
会
長
と
し
て
、
社
会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
、
ま
こ
と
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

夢
ふ
く
ら
ま
せ
新
た
な
学
び
舎
へ

　

町
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
で
入
学
式
、

入
園
式
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
希
望
あ

ふ
れ
る
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
中
学
生
66
名
、
小
学
生
71
名
、

幼
稚
園
児
62
名
が
入
学
・
入
園
し
、
中
学
校

全
体
で
は
１
９
７
名
、
小
学
校
全
体
で
は
４

１
８
名
、
幼
稚
園
全
体
で
は
２
０
０
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

入
学
、
入
園
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

森 脇 英 治 さん
 小学校入学式（4月11日）

誓いの言葉を述べる川口雄大君  中学校入学式（4月8日）
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①平成18年５月31日以前に本町に建築された「持ち家」に
　住まわれている方
　（ただし、借家及びアパート等の共同住宅に居住する方は対象外となります。
　大家さんから申請をしていただくようになります。）

②平成18年５月31日以前に本町に建築された「貸し家」を所有している方
　＝和木町内に貸家を所有していれば、町外在住の方でも対象となります。

住宅用火災警報器の貸与を受けるためには、申請が必要です。
対象となる方は、印かんをお持ちのうえ、企画総務課（役場2階）で申請をし
てください。

事業の対象となる方

詳細については、企画総務課消防係までお問合せください。
（☎ 52-2136　内線307）

住宅用火災警報器は

あなたと家族の命を守るためのものです。

申請が必要です

住宅用火災警報器の無償貸与事業実施中！
この事業は岩国飛行場（米軍基地）関連再編関連特別事業によるものです。

～消防法による設置期限は今月31日までです～

ぜひこの機会を利用して設置しましょう。

ただいま申請を受付中。申請期限は 今月20日まで です。
未設置の方はお急ぎください！！
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　４月１日、JR和木駅西口（和木駅交流プラザ掲示板横）に新し
い赤色の郵便差出箱（ポスト）が設置され、同日から郵便物の差
出しができるようになりました。
　地域の皆さまや和木駅を利用される方々のご要望にお応えして
設置されたもので、早速、地域住民の方から、「近くにポストが設
置されて大変便利になりました。」等のお声をいただいています。
取集時刻
　平　日：①１１時４０分　②１６時
　土曜日：①１１時４０分　②１６時
　日曜日：① ６ 時２０分　②１１時２０分
設置場所　和木４丁目１－１
問合せ　郵便事業株式会社岩国支店（☎３０－２３３０）
　　　　和木郵便局（☎５２－８８８３）

お待たせしました！

国道２号栄橋迂回路橋への切換えについて国道２号栄橋迂回路橋への切換えについて国道２号栄橋迂回路橋への切換えについて国道２号栄橋迂回路橋への切換えについて
　５月11日午前５時頃に下り車線の
通行が迂回路橋へ切替わります。（雨
天順延）工事期間中、皆さまには大
変ご迷惑をおかけしますが、案内看
板、交通誘導員に従って通行してい
ただくようご協力のほどよろしくお
願いします。

発注者
　国土交通省中国地方整備局
　山口河川国道事務所
　岩国国道維持出張所

（☎４１－１１４４）
施行業者　村本建設株式会社

（☎２８－５２６７）
問合せ　都市建設課

（☎５２－２１９８）

車　両　通　行　図

歩行者・自転車通行図

迂回路橋

下り車線

上り車線

車両進行方向

歩行者・自転車道

栄  橋

小
瀬
川

迂回路橋
小
瀬
川

栄  橋

大
竹
方
面

大
竹
方
面

上
流
側

上
流
側

下
流
側

下
流
側

岩
国
方
面

岩
国
方
面

横断歩道
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計画の概要

施策の体系

計画策定の目的
あらゆる場で性別などに関わり無く人権が尊重され、
それぞれの個性と能力を発揮できる社会を形成していくため。

計画の推進体制づくり（庁内での総合的な取り組み、関係機関等と連携強化）
庁内体制の整備（男女共同参画推進計画策定委員会の随時開催）
町民参加の促進（町民、団体、事業所等との連携、学習・交流促進の施策の充実）
関係機関等との連携強化（広報・啓発活動を推進、国・県や他自治体等との連携）

平成23年度（2011年度）から平成27年度（2015年度）までの5年間

【１】男女共同参画と人権尊重の意識づくり

１．男女共同参画の意識啓発

２．男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進

３．男女間における暴力や犯罪行為の根絶

【３】働く場における男女共同参画の推進

１．男女均等な雇用機会と待遇の確保

２．女性の就労支援

３．家庭生活との両立支援

【４】家庭生活における男女共同参画の推進

１．子育てをしやすい環境づくり

２．生涯を通じた健康づくりの推進

３．安心して暮らせるための福祉の充実

【２】男女共同参画の社会づくり

１．意志決定の場への女性の参画促進

２．社会活動への女性の参画促進

第4次和木町総合計画及び他の計画との整合性を確保。

計 画 の 期 間

計画の推進体制

計画の位置付け

基本理念 基本施策 施策の方向

男
女
の
平
等
意
識
を
醸
成
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

能
力
や
個
性
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り

誰
も
が
生
き
が
い
や
充
実
感
を
持
っ
て
仕
事
と

家
庭
、地
域
生
活
を
両
立
で
き
る
社
会
づ
く
り

和

木

町

男

女

共

同

参

画

推

進

計

画

平成23年3月に和木町男女共同参画推進計画を策定しました。
概要については、以下のとおりです。

7



　退院直後で歩くのにも一苦労。しばらくはリハビリを行いたい
んだけど…
　どこかの病院から来てくれるのかしら？それともどこか施設に
行くことになるのかしら？…こういったことはどこに相談したら
詳しく教えてくれるのだろう？

問合せ　地域包括支援センター（☎５２－２１９６）

地域包括支援センター

地域のみなさんの心配事、お引き受けします

こんなことありませんか？

　引っ越してきたばかりで友人がいないのだけれど、このあたり
にどういった交流の場があるのかしら？どちらに相談したらいい
かしら？

　「地域包括支援センター」は、地域にお住まいの高齢の皆さんやその
ご家族、地域住民の皆さんの介護や福祉などについてのさまざまな相談
に対応しています。専門知識を持ったスタッフが、必要な機関と協力・
調整して、問題解決のお手伝いをします。

他にも・・・

こんな風に迷った経験はありませんか。

でも安心してください。まずは【地域包括支援センター】にご連絡ください！

市町村

医療機関 消費者センター

警　察介護保険施設・
介護サービス提供事業者

民生委員・
ボランティアなど

8



１組

5/22㈰
9時～

延期の場合5/29

～広げよう支援の輪～
東日本大震災被災者支援チャリティーイベント

　三陸沖を震源にマグニチュード9.0という、極めて大きな地震と津波が発生し、
東北地方を中心として、多数の尊い人命が失われるとともに、町全体が壊滅的な被害
を受けるなど、甚大な災害が発生しました。今回のイベントを開催するにあたり、被
災者の方々の生活支援のため、義援金の募金活動等を各種団体を交え実施したいと思
います。
※各種会場においても義援金活動を実施します。
※募金活動については、山口県共同募金会和木支会の方々に協力していただきます。

ステージ企画
●よさこい

●各種ダンスパフォーマンス

（フラダンス2チーム・ヒップホップ）

●うで相撲大会

各種飲食コーナー
焼きそば・ラーメン・炊き込みご飯・わくわくカレー

鯛焼き・うどん・かき氷・焼き鳥等

Ｂ級グルメコーナー(岩国飛行艇カレー)

　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

和太鼓フェスティバル和太鼓フェスティバル
（こども広場）（こども広場）

ロックin ROSEエイドロックin ROSEエイド
（キャンプ場）（キャンプ場）

フリーマーケット
コーナー

フリーマーケット
コーナー

春のお茶会
チャリティーお茶会
春のお茶会

チャリティーお茶会 綱引き大会綱引き大会

エコカー展示エコカー展示

ベイブレイド大会
ハイパーヨーヨー認定会
ベイブレイド大会

ハイパーヨーヨー認定会
信 楽 焼

販売コーナー
信 楽 焼
販売コーナー

無料シャトルバスの運行について

主催：ローズフェスタ実行委員会
協賛：和木町蜂ヶ峯総合公園、和木町商工会

問合せ　商工会
　　　　（☎５３－２０６６）

　当日は、和木駅発・蜂ヶ峯総合公園行で随時
シャトルバスを運行します。（８時１５分～）
　また、関ヶ浜地区発・蜂ヶ峯総合公園行は右記
の時刻表のとおりですが、混雑のため時間どおり
に運行できない場合もありますので、あらかじめ
ご了承ください。
　なお、フェスタ当日は、和木町コミュニティバス
（あいあいバス）も無料運行します。

関ヶ浜地区発→蜂ヶ峯総合公園行
停留場所

浄 水 場
関ヶ浜１丁目第１集会所
宗 永 寺
消 防 車 庫 前
瀬 田 分 館
蜂 ヶ 峯 総 合 公 園

9：00
9：02
9：03
9：05
9：10
9：15

10：00
10：02
10：03
10：05
10：10
10：15

時間 時間

※帰りのバスは、蜂ヶ峯総合公園を15時に出発します。

★Free   Face
広島インディーズの祭典人気投票１位

★万貴音（まきね）
男女ツインボーカルユニット

★ザ・ウィローズ
懐かしのCMソングパレード

３大ステージ演奏

氏名

住所



　

い
よ
い
よ
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国

体
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
大
会
の
開
催
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
10
月
１
日
、
山
口
市
で
開
催
さ
れ

る
両
大
会
の
開
会
式
に
お
い
て
、
各
市
町

の
炬
火
を
一
つ
に
し
、
炬
火
台
に
点
火
さ

れ
ま
す
。

　

和
木
町
の
炬
火
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
力

強
く
、
夢
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
名
称
を
募

集
し
ま
す
。

●
炬
火
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
い
う
聖
火
を

表
す

●
採
火
：
炬
火
の
も
と
と
な
る
火
を
お
こ

す
こ
と

応
募
方
法
▼
専
用
の
応
募
用
紙
に
ご
記
入

の
う
え
、
和
木
町
実
行
委
員
会
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

・
炬
火
名
（
文
末
を
「
・
・
・
の
火
」
で

結
び
、
20
字
以
内
で
）

・
炬
火
名
に
込
め
た
想
い
な
ど

募
集
期
限
▼
５
月
31
日
㈫

発
　
　
表
▼
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

賞
▼
採
用
さ
れ
た
炬
火
名
の
応
募
者
に
は

ち
ょ
る
る
ぬ
い
ぐ
る
み
、
応
募
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
は
缶
バ
ッ
ジ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
用
紙
▼
国
体
事
務
局
（
教
育
委
員
会

事
務
局
内
）、
体
育
セ
ン
タ
ー
等
に
備
え
付

け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
体
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先
・
問
合
せ
▼
お
い
で
ま
せ
！
山
口

国
体
和
木
町
実
行
委
員
会

（
☎
54
ー
０
０
３
１
）

き
ょ
か

さ
い
か

募集

本大会
　　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）
　　会場：和木中学校体育館

銃 剣 道 競 技 会

総会で古木会長があいさつ

JX日鉱日石エネルギー株式会社
麻里布製油所 副所長 吉田年伸 様
（駅前及び駅構内に国体PR看板を設置）

三井化学株式会社岩国大竹工場
総務課長 鈴木雄大 様

（国体の練習会場として同社体育館
　武道場を無償提供）

　

４
月
13
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
町
実
行
委
員
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
総
会
で
は
、
古
木
会
長
を
は
じ
め
、

大
会
参
与
、
委
員
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
、

平
成
22
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
平

成
23
年
度
事
業
計
画
や
役
員
編
成
な
ど
の

議
事
を
協
議
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
昨
年
度
開
催
さ
れ
た
千

葉
国
体
の
視
察
報
告
や
今
年
度
の
銃
剣
道

競
技
の
会
場
と
な
る
和
木
中
学
校
体
育
館

の
施
設
内
の
会
場
配
置
、
競
技
式
典
な
ど

の
流
れ
の
確
認
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
中
で
、
本
国
体
の
開
催

に
あ
た
り
、
ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た
方
々

に
古
木
会
長
か
ら
、
感
謝
状
及
び
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状
（
敬
称
略
）

●
三
井
化
学
株
式
会
社
岩
国
大
竹
工
場

●
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

麻
里
布
製
油
所

　

３
月
30
日
、
和
木
駅
前
及
び
駅
構
内
に

国
体
Ｐ
Ｒ
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

看
板
は
、Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式

会
社
麻
里
布
製
油
所
（
岩
瀬
淳
一
所
長
）

か
ら
ご
寄
贈
を
い
た
だ
き
、
設
置
し
た
も

の
で
、
本
大
会
ま
で
の
啓
発
及
び
来
町
さ

れ
た
方
々
を
お
迎
え
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
駅
構
内
の
看
板
は
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
の
願
い
を
込
め
た
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
添
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、２
０
０
名
以
上
の
小
・
中
学
生
か
ら
、

温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
内
か
ら
次
の
２
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
看
板
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ（
敬
称
略
・
学
年
前
年
度
）

●
和
木
小
学
校
１
年　

津
島
芳
栄

　
「
つ
な
げ
よ
う　

こ
こ
ろ
と
こ
こ
ろ
」

●
和
木
中
学
校
２
年　

岩
本
真
樹

　
「
世
界
中
の
希
望　

勇
気　

　
　
　
　
　
　

笑
顔
を
み
な
さ
ん
へ
」

和
木
町
実
行
委
員
会
総
会
を
開
催
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398

平
成
23
年
度
　
町
子
連
ス
ロ
ー
ガ
ン

〜
ひ
ろ
げ
よ
う
　
つ
な
げ
よ
う

み
ん
な
の
笑
顔
と
た
す
け
あ
い
の
心
〜

　

そ
し
て
、
婦
人
会
で
は
昨
夏
に
募
集
し
た

緑
の
カ
ー
テ
ン
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
で

の
入
選
者
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

◆
優
秀
賞　

田
川
美
智
子
さ
ん

◆
入　

賞　

木
坂
み
や
こ
さ
ん

　
　
　
　
　

土
井　

佳
子
さ
ん

　
　
　
　
　

西
田　

敏
子
さ
ん

　

町
子
連
で
も
平
成
22
年
度
の
活
動
が
顕
著

で
あ
っ
た
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
２
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

団
体
表
彰
（
　
）
は
22
年
度
会
長

◆
瀬
田
子
ど
も
会
（
中
野
さ
つ
き
さ
ん
）

◆
上
組
子
ど
も
会
（
中
間　
　

望
さ
ん
）

　

婦
人
会
・
町
子
連
と
も
に
、来
賓
の
皆
さ
ま

の
あ
い
さ
つ
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら

も
、
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
し
、
期
待
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
趣
旨
に
沿
っ
た
活
動
を

展
開
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
志
は
同
じ
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
（
西
田
敏
子
会
長
）
は
３
月
30

日
、
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
吉
田
浅

美
会
長
）
は
４
月
13
日
に
そ
れ
ぞ
れ
来
賓

（
婦
人
会
：
古
木
町
長
・
河
内
局
長
、
町
子

連
：
河
村
教
育
長
・
重
岡
小
学
校
長
）
を
お

迎
え
し
文
化
会
館
で
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

両
総
会
と
も
会
に
先
立
ち
東
日
本
大
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
冥
福
を
祈
り
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
総
会
次
第
に
則
り
議
事
が
進

行
し
、
事
業
計
画
や
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、

い
よ
い
よ
活
動
が
具
体
的
に
始
ま
る
体
制
が

整
う
と
と
も
に
、
婦
人
会
は
重
点
目
標
を
、

町
子
連
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
今
年
度
の

活
動
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
　
婦
人
会
重
点
目
標

◆
健
や
か
な
子
ど
も
が
育
つ
地
域
環
境
を
つ

く
ろ
う

◆
相
手
を
思
い
や
る
精
神
を
育
み　

健
康
で

明
る
く
生
き
よ
う

◆
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
つ
く
ろ
う

◆
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
を
実
践
し
よ
う

　

３
月
25
日
、
新
港
で
和
木
小
６
年
の
希
望
者
が
豪
華
客

船
飛
鳥
Ⅱ
の
見
学
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
飛
鳥
Ⅱ
の
概
要
説
明
を
聞
き
、
そ
の
後
船

内
を
見
て
回
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
操
舵
室
に
も
入
り
、

船
長
に
な
っ
た
気
分
に
浸
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

船
の
大
き
さ
や
豪
華
さ
に
驚
か
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

船
舶
に
関
係
す
る
仕
事
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
な

ど
、
有
意
義
な
見
学
会
に
な
り
ま
し
た
。

社会教育団体
（婦人会・町子連）

活動はじまる
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境屋太一著
森博嗣著
桜庭一樹著
酒井順子著
江上剛著
海堂尊著
高橋克彦著
林真理子著
藤堂志津子著
樋口有介著
山田悠介著
森村誠一著
小池真理子著

ヒラリー・マンテル著　宇佐川晶子訳

スティーヴン・キング著・白石朗訳
早瀬乱著
山口瞳著

井上ひさし著

石津ちひろ文　原マスミ絵

キティ・クローザー作・絵・ときありえ訳
くせさなえ作・絵

田島征三作・絵
斉藤洋作　森田みちよ絵

さこももみ作・絵

アストリッド・リンドグレーン著・
イロン・ヴィークランド絵・石井登志子訳

レイン・スミス作・絵　青山南訳
那須正幹作・田頭よしたか画
高橋秀雄作　森英二郎画

内田麟太郎作・渡辺有一絵

羽生善治監修

レベッカ・ステッド著・ないとうふみこ訳
瀬名秀明著
梨木香歩著

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

＜一般書＞
『三人の二代目上・下』
『ヴォイド・シェイバ　The Voide shaper』
『ばらばら死体の夜』
『紫式部の欲望』
『さらば銀行の光』
『ナニワ・モンスター』
『源内なかま講』
『やんちゃな時代』
『隣室のモーツアルト』
『片思いレシピ』
『復讐したい』
『サランヘヨ　北の祖国よ』
『無花果の森』
『ウルフ・ホール　上・下』

『アンダー・ザ・ドーム　上・下』

『エコーズ』
『山本さんのいいつけ』
『黄金の騎士団』

＜児童書・絵本＞
『南の島で』
『ちいさな死神くん』

『ぼくと　おおはしくん』
『やぎのしずかの　たいへんなたいへんな　いちにち』

『アルフレートの時計台』
『おじいちゃんちの　たうえ』
『ぼくもおにいちゃんになりたいな』

『これは本』
『怪盗ブラックの宝物』
『地をはう風のように』
『うっとり　はなに　みとれたら』

『羽生善治のやさしいこども将棋入門』

『きみに出会うとき』

『世界一敷居が低い最新科学教室』
『僕は、そして僕たちはどう生きるか』

春のスペシャルおはなし会

5月の休館日

6
13

1
8
15 20

2
9
16

3
10

4
11
18

12
19
26 27 28

29 3130

7
14

22 23 24 25
2117

5

日　時　5月２１日（土）
　　　　１０時３０分～１１時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館
　　　　　（☎５４－０２２２）

5月12日まで
「こどもの読書週間」

ブラックライトパネルシアターや手遊び♪
折り紙で「こいのぼり」を作って楽しみました。

　図書館では、オススメの本を
展示しています。

4月23日 おはなし会
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新
年
度
が
始
ま
り
、
１
ヵ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
春
と
い
え
ば
、
入
学
や
就
職
な
ど
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
す
時
期
で
す
。
今
ま
で
と

変
わ
ら
ず
に
同
じ
学
校
、職
場
に
い
る
方
も
、

家
族
や
同
僚
な
ど
周
り
の
方
の
環
境
が
変
わ

る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

４
月
は
新
し
い
環
境
に
慣
れ
よ
う
と
、
無
意

識
の
う
ち
に
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
初
旬
は
連
休
が
あ
る
の
で
、
１
ヵ
月

間
緊
張
し
て
い
た
自
分
を
ゆ
っ
く
り
休
ま

せ
、
気
分
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

一
方
で
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
溜
め
込
ん
で

い
た
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
か
ら
だ
が
強
く
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
出
す
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
連
休
明

け
に
新
し
い
環
境
に
向
か
う
意
欲
が
な
く
な

る
な
ど
、進
学
や
就
職
し
た
ば
か
り
の
人
に
、

い
わ
ゆ
る
「
５
月
病
」
と
言
わ
れ
る
も
の
が

多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

５
月
病
と
は
病
名
で
は
な
く
、
新
し
い
環

境
に
適
応
し
よ
う
と
い
う
強
い
ス
ト
レ
ス
状

態
が
引
き
起
こ
す
精
神
的
な
症
状
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
春
先
だ
け
で
は
な

く
長
期
休
暇
後
の
９
月
や
10
月
に
も
表
れ
や

す
い
症
状
で
す
。

　

寝
つ
き
が
悪
い
、
朝
早
く
目
が
覚
め
る
、

食
欲
が
な
い
、
何
か
を
し
よ
う
と
す
る
気
持

ち
が
起
こ
ら
な
い
な
ど
、
問
題
な
く
行
っ
て

い
た
日
常
的
な
こ
と
が
今
ま
で
の
よ
う
に
送

れ
な
く
な
る
こ
と
が
サ
イ
ン
で
す
。

　

３
食
き
ち
ん
と
食
事
を
し
、
睡
眠
時
間
を

十
分
確
保
す
る
な
ど
の
よ
う
に
、
生
活
習
慣

を
変
え
な
い
こ
と
も
、
必
要
以
上
に
ス
ト
レ

ス
を
溜
め
込
ま
な
い
秘
訣
で
す
。
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
た
と
き
は
誰
か
に
聞
い
て
も
ら
う
こ

と
も
大
切
で
、
溜
め
込
ん
で
い
た
も
の
を
吐

き
出
す
と
少
し
こ
こ
ろ
が
軽
く
な
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
自
覚
し
て
い
る
以
上
の
ス
ト

レ
ス
を
積
み
重
ね
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。本
人
は
気
づ
か
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、

以
前
と
比
べ
て
様
子
が
違
う
人
が
周
り
に
い

る
場
合
は
、声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
症
状
が
数
週
間
続
い
た
り
、
改
善

に
向
か
わ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
受
診
も
検

討
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
１
年
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
ば
か

り
で
す
。
い
き
い
き
と
し
た
１
年
間
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
も
保
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
ろ
い
き
い
き

新
年
度
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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　１０～２０代を中心とした年齢層で麻しんが流行したた
め、平成２０年度から平成２４年度までの５年間、中学１年
生と高校３年生に相当する年齢の者を対象に、麻しん風しん
予防接種の２回目の接種機会を提供することになりました。
同時に風しん対策も行う観点から、ワクチンは原則麻しん風
しん混合ワクチンを使用します。少しでも早く免疫を獲得
し、お子さんと町の健康づくり、感染症予防のために、６月
までに受けられることをお勧めします。３期・４期の対象者
の方だけでなく、１期・２期の対象者の方もお子さんの体調
の良いときになるべく早めに受けましょう。
　なお、各年度の対象者は下記のとおりです。２期・３期・
４期の対象者へは毎年４月上旬ごろ個別通知にてお知らせし
ています。

※予防接種は、町が委託している山口県内及び大竹市内の一
部の医療機関で受けることができます。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

麻しん風しんの予防接種を受けましょう！

高校３年生に相当する年齢の者
（平成５年４月２日～平成６年４月１日生）4期

中学１年生に相当する年齢の者
（平成１０年４月２日～平成１１年４月１日生）3期

５歳以上７歳未満の者で、小学就学前の１年間
（平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生）2期

生後１２～２４ヵ月未満1期
平成２３年度 麻しん風しん予防接種対象者

①ウォーキング
日　時　５月１３日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『ウォーキング』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・

タオル・お茶
申込み　５月１１日㈬まで

②メノポーズ
日　時　６月１０日㈮　１０時～１１時３０分
内　容　『更年期に負けない』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・

タオル・お茶
申込み　６月８日㈬まで
※①②ともに会場および問合せ先は保健相
談センター（☎５２－７２９０）

元気アップ教室

　平成２３年３月末までに１回目の接種が行え
ず、平成２３年度に高校２年生相当の年齢と
なった女子は、平成２３年９月末日までに１
回目の接種を受けた場合に限り、事業の対象
（接種費用無料）となります。

子宮頸がん予防ワクチンの
供給不足に伴う接種方法の変更

　小児用肺炎球菌ワクチ
ン（プレベナー）とヒブ
ワクチン（アクトヒブ）
の接種について、接種後
の死亡事例が複数報告さ
れたことから、平成２３年３月４日から一時的
に見合わせていましたが、専門家の会議で評価
を行った結果、安全性上の懸念はないとされた
ため、平成２３年４月１日から接種が再開され
ました。

平成23年４月１日から
小児用肺炎球菌ワクチンと
ヒブワクチンの
接種が再開されました



ⓐ〔 　小児用肺炎球菌ワクチン（プレベナー）とヒブ
ワクチン（アクトヒブ）の接種について、接種後
の死亡事例が複数報告されたことから、平成２３
年３月４日から一時的に見合わせていましたが、
専門家の会議で評価を行った結果、安全性上の懸
念はないとされたため、平成２３年４月１日から
接種が再開されました。

平成23年４月１日から
小児用肺炎球菌ワクチンと
ヒブワクチンの
接種が再開されました

子育ての
輪づくり運動

●●●
●●●●●●●●●●●●

あ
う
と
と
り
ま
し
た
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※①②ともに会場及び問合せ先は保健相談センター



期
　
日
▼
３
月
27
日

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼

●
小
学
生
低
学
年
の
部

　

第
１
位　

重
岡
大
翔

　

第
２
位　

長
野
岳
斗

　

第
３
位　

岡
本
晃
政

●
小
学
生
中
学
年
の
部

　

第
１
位　

桧
垣
敦
哉

　

第
２
位　

河
野
将
弥

　

第
３
位　

藤
永
明
志

●
小
学
生
高
学
年
の
部

　

第
１
位　

関
谷
和
生

　

第
２
位　

松
前
直
人

　

第
３
位　

立
石　

空

●
中
学
生
の
部

　

第
１
位　

増
野
栄
樹

　

第
２
位　

梅
川
仁
志

　

第
３
位　

壹
貫
田
真
瑠
奈

期
　
日
▼
３
月
20
日

場
　
所
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼

●
男
子
Ａ
級
複
合

　

第
１
位　

濵
砂
博
之
・
加
藤
康
広

　

第
２
位　

宮
本
勝
文
・
中
村
将
之

●
男
子
Ｂ
級
複
合

　

第
１
位　

中
原
直
希
・
吉
野
聡
希

　

第
２
位　

高
松
孝
二
・
岡
崎
純
平

期
　
日
▼
４
月
６
日

場
　
所
▼
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

結
　
果
▼
優　

勝　

伊
崎
富
夫

　
　
　
　

準
優
勝　

村
井
正
行

　
　
　
　

第
３
位　

大
野
秀
利

日
　
時
▼
６
月
４
日
㈯　

８
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、
11
日
㈯
に
延
期

会
　
場
▼
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ク
ラ
ス
別
け
▼
男
子
及
び
女
子

参
加
料
▼
１
，０
０
０
円
／
ペ
ア（
当
日
徴
収
）

申
込
方
法
▼
体
育
セ
ン
タ
ー
に
申
込
用
紙
あ

り※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
出
来
ま
せ
ん

締
　
切
▼
５
月
27
日
㈮

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー（

☎
52
ー
２
８
１
１
）

日
　
時
▼
５
月
15
日
㈰　

13
時
〜

場
　
所
▼
文
化
会
館

入
場
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

　

４
月
11
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成

23
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
剣
道
部
５
名
、

サ
ッ
カ
ー
部
29
名
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
28

名
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
13
名
、
軟
式
野
球

部
21
名
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
22

名
、
体
操
部
24
名
が
入
団
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
田
尾
功

坪
く
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
代
表
し
て

「
わ
た
く
し
た
ち
は
、
健
康
な
身
体
と
心

を
養
い
、
次
代
を
担
う
立
派
な
人
間
に
な

り
ま
す
」
な
ど
、
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

●
男
子
Ｃ
級
複
合

　

第
１
位　

宇
都
宮
孝
則
・
松
本
達
治

　

第
２
位　

長
谷
川
猛
・
筑
後
二
彦

●
女
子
Ａ
級
複
合

　

第
１
位　

穐
久
三
枝
子
・
嘉
屋
真
奈
美

　

第
２
位　

加
藤
佐
登
美
・
斎
藤
久
美
子

●
小
学
生
複
合

　

第
１
位　

西
前
洸
貴
・
榊　

翼

　

第
２
位　

加
藤
高
資
・
横
山
拓
矢

●
親
子
複
合

　

第
１
位　

野
村
翔
太
・
三
分
一
重
厚

　

第
２
位　

山
縣
憂
李
・
山
縣
直
喜

期
　
日
▼
３
月
20
日

場
　
所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
優
勝　

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

５
月
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
観
覧
車
の
運
行
日
は
、

１
日
、
３
〜
５
日
、
７
・
８
日
、
14
・
15
日
、

21
・
22
日
、
28
・
29
日
で
す
。

　

今
月
よ
り
運
行
時
間
を
延
長
し
、
10
時
30

分
か
ら
17
時
20
分
と
な
り
ま
す
。

料
　
金
▼

●
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ　

子
供
・
大
人
と
も
に
３
０
０
円

●
観
覧
車　
　

子
供
・
大
人
と
も
に
３
０
０
円

問
合
せ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会

（
☎
52
ー
3
7
5
１
）

第　

回
和
木
町
剣
道
練
成
会

町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
６
回
山
口
県
東
部
地
区
交
流
和
木
大
会

第　

回
喜
楽
会
歌
と
踊
り
の
発
表
会

蜂
ヶ
峯
公
園

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
観
覧
車
の
運
行
日

和
木
町
春
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

誓いの言葉を述べる田尾功坪 君
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第　

回
和
木
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
大
会

5710

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
入
団
式

１
４
２
名
が
入
団
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期　間　５月８日（日）まで
　　　　１０時～１７時
場　所　和木美術館
内　容　当時の写真やフェンシング用具、山口県ユ

ニフォームなどの展示
問合せ　
　おいでませ！山口国体和木町実行委員会事務局

（☎５４－００３１）

日　時　７月３日（日）
開場：１３時　開演：１４時

内　容　「運命」や「Ｇ線上のアリア」など、誰もが一度
は聴いたことがある、おなじみの名曲です。

場　所　文化会館
入場料　未定
問合せ　教育委員会（☎５３－３１２３）

開催中！！開催中！！
　おいでませ！山口国体実行委員会では、第１８回
国民体育大会（１９６３年）の際に撮影された写真や
国体に関係する思い出の品々を展示しています。

当時のユニフォーム

優勝記念のサーベル

子ども会で応援

●山口県愛石連合会水石展
日　時　5月16日（月）～22日（日）　10時～17時
内　容　人間のこしらえものの世界からしばらく逃

れて天然無垢、無作為で己の心に迫る自然
石を求め寒中酷暑、風雨も厭わず海、山、
川から集めた水石（山水景状石）、珍しい石
等を多数展示します。

入場料　無料
その他　会期中は愛石会の会員が常駐します。
問合せ　山口県愛石連合会　担当：阪本

（☎22－5356）
●第８回あざみの会展示会
日　時　6月2日（木）～6日（月）　10時～17時
　　　　※最終日は16時閉館です。
内　容　あざみの会の会員による、和紙くるみ人形、
　　　　千草流ちぎり絵など多数展示します。
入場料　無料
その他　会期中は、あざみの会の会員が常駐します。
　　　　体験コーナーを設けますのでお気軽にお立
　　　　ち寄りください。
問合せ　文化協会（☎52－2191）
　　　　あざみの会 会長：坪井（☎53－3094）

日　時　８月６日（土）
　　　　開場：13時30分
　　　　開演：14時
場　所　文化会館
入場料　全席自由
　　　　一般  １，０００円（当日券：１，５００円）
　　　　高校生以下  ５００円（当日券：７００円）
●販売開始日　６月３日（金）
●販 売 箇 所　文化会館
　　　　　　　総合コミュニティセンター
※この公演の入場料は、宝くじ助成により特別料金
になっています。
※３歳未満のお子さまの入場はご遠慮ください。
問合せ　教育委員会（☎53－3123）

白雪姫
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
５
月
19
日
㈭
　

10
時
〜
12
時

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
８
時

30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
右
記
の
場
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

〜
無
料
電
話
相
談
〜

　

町
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
悩

み
や
不
安
な
ど

の
相
談
を
受
け

る
電
話
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
▼０

１
２
０
ー
81
ー
７
８
３
０

　

受
付
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30

分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
た
だ
し
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
　

担
当
：
福
屋

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

〜
適
応
指
導
教
室
〜

　

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

友
だ
ち
関
係
で
悩
ん
だ
り
、
い
じ
め
、
仲
間

は
ず
れ
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で
学
校
へ
行

け
な
く
な
っ
た
り
教
室
に
入
れ
な
く
な
っ
た

り
し
た
ら
、
ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
で
自
分
を
見

つ
め
、
こ
こ
ろ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
ま
し

ょ
う
。
元
気
に
な
っ
て
、
通
学
・
進
級
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
専
門
の
先
生
と
お
話

を
し
た
り
、
お
勉
強
し
た
り
で
き
る
施
設
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼

　

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム
（
☎
52
ー
９
９
０
０
）

　

教
育
委
員
会
　

担
当
：
福
屋

　
　
　
　
　　
　
　
　

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
わ
き
！

精
神
保
健
相
談

ス
マ
イ
ル
ル
ー
ム

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

人
権
擁
護
委
員
制
度

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

心
配
ご
と
相
談

行

政

相

談
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６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。
和
木
町
に
は
町
長
の
推
薦

に
よ
り
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
次

の
２
名
の
人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
つ
い
て

の
ご
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
設
人
権
相
談
所

日　

時
▼
６
月
１
日
㈬

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
文
化
会
館

相
談
内
容
▼
法
律
、
人
権
、
土
地
、
家
屋
、

金
銭
貸
借
、
離
婚
な
ど
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の

心
配
事

相
談
員
▼
人
権
擁
護
委
員

　
　
　
　

元
浄
　

公
昭

　
　
　
　

沖
永
　

保
之

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

（
☎
43
ー
１
１
２
５
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

４
月
18
日
か
ら
、
山
口
地
方
法
務
局
及
び

そ
の
支
局
で
の
常
設
相
談
所（
人
権
相
談
所
）

の
電
話
番
号
が
全
国
統
一
の
番
号
に
な
り
ま

し
た
。

　

電
話
を
か
け
た
と
き
の
場
所
に
応
じ
て
、

最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。
相
談

内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
法

務
局
職
員
及
び
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

差
別
を
受
け
た
。
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

を
受
け
た
。
い
じ
め
・
体
罰
を
受
け
た
な
ど
、

フ
ァ
ッ
ク
ス

各
種
お
知
ら
せ

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
、「
み
ん
な
の
人

権
１
１
０
番
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
▼
８
時
30
分
〜
17
時
15
分（
平
日
）

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
▼

０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
１
１
０

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
及
び
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

問
合
せ
▼
山
口
地
方
法
務
局
岩
国
支
局

　

（
☎
43
ー
１
１
２
５
）

日　

時
▼
６
月
27
日
㈫
か
ら
30
日
㈮
ま
で
の

４
日
間
　

14
時
〜
16
時

場　

所
▼
文
化
会
館
　

講
習
室

内　

容
▼
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画

像
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
作
業
か
ら
、
印

刷
や
加
工
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

環　

境
▼W

indow
s XP

ま
た
はW

indow
s 

Vista

※
お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
可

受
講
料
▼
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
の

１
，
０
５
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。）

対　

象
▼
和
木
町
在
住
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
所
持
し
て
い
る
方

定　

員
▼
15
名

申
込
み
▼
文
化
会
館
窓
口
お
よ
び
電
話
で
受
付

そ
の
他
▼
筆
記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
　

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

年

金

天

引

き

か

ら

口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

線
4
本

波
線
3
本

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
　

ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

ル
ビ
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入　

隊
▼

●
免
許
の
部

　
　

平
成
23
年
９
月
下
旬

●
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部

　
　

平
成
24
年
４
月
上
旬

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
地
域
事
務
所

（
☎
23
ー
１
５
８
０
）



和
木
町
商
工
業
者
利
子
補
給
金
制
度

和
木
町
商
工
業
者
利
子
補
給
金
制
度

　　

山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
を
通
じ
て
、
県

内
の
雨
量
、
河
川
水
位
、
土
砂
災
害
警
戒
情

報
、
気
象
情
報
等
の
防
災
情
報
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
県
民
の
皆
さ
ま
に
配
信
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
防
災
情
報
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
必

要
な
情
報
を
取
得
し
て
洪
水
時
等
の
円
滑
で

迅
速
な
避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
登
録

は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
登
録
画
面
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
版
：

http://y-bousai.pref.yam
aguchi.lg.jp/

携
帯
電
話
版
：

http://y-bousai.pref.yam
aguchi.lg.jp/k/

問
合
せ
▼
山
口
県
河
川
課

（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
３
７
７
０
）

　

町
内
一
斉
清
掃
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ご
参
加
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

日　

時
▼
５
月
29
日
㈰
　

８
時
〜

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
５
日
に
延
期

●
自
治
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
草
、
泥
等
は
袋
に
入
れ
な
い
で
、
別
々
に

し
て
路
肩
等
に
積
ん
で
く
だ
さ
い
。ま
た
、

交
差
点
の
近
く
に
は
積
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

　

和
木
町
で
は
、
屋
外
に
い
る
方
や
子
ど
も

た
ち
の
帰
宅
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
季
節
ご

と
の
夕
暮
れ
時
間
に
合
わ
せ
、
防
災
行
政
無

線
を
通
し
て
様
々
な
音
楽
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
音
楽
が

聞
こ
え
た
ら
帰
宅
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ご
家
庭
や
地
域
の
方
々
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ

ン
を
帰
宅
の
目
安
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
は
、

防
災
行
政
無
線
機
器
の
正
常
動
作
の
確
認
の

た
め
、
定
時
に
吹
鳴
す
る
と
い
う
大
切
な
役

目
も
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

町

内

一

斉

清

掃
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
時
間
の
お
知
ら
せ

山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
（
写
真
に
写
っ

て
い
る
本
人
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
）
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

試
験
職
種
▼

　

事
務
職
…
…
…
…
…
…
…
…
若
干
名

　

保
育
士（
幼
稚
園
教
諭
）…
…
若
干
名

受
験
資
格
▼

●
事
務
職

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、高
等
学
校
以
上
の
学
校
を
卒
業
し
た
方
、

ま
た
は
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
。
和
木

町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
居
住
予

定
の
方
。

●
保
育
士
（
幼
稚
園
教
諭
）

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
保
育
士
資
格
及
び
幼
稚
園
教
諭
二
種
以

上
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
、
ま
た
は
来

年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
。

第
１
次
試
験
▼
９
月
18
日
㈰

受
付
期
間
▼
７
月
１
日
㈮
〜
８
月
８
日
㈪

採
用
予
定
日
▼
平
成
24
年
４
月
１
日

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
☎
52
ー
２
１
３
６
　

内
線
３
０
６
）

※
募
集
要
項
を
、
企
画
総
務
課
（
役
場
２
階
）

で
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
募
集
要
項
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n.

　

w
aki.lg.jp

）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３月～９月

10月

11月～１月

２月

18時

17時30分

17時

17時30分

吹鳴時間

花・こいのぼり・
ちいさい秋見つけた他

赤とんぼ・もみじ

たきび・お正月・
和木町民歌他

早春賦

主　な　音　楽

サイレン吹鳴時間及び主な音楽

掲
載
写
真
差
し
上
げ
ま
す

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

４
月
１
日
に
、
和
木
町
商
工
業
者
利
子

補
給
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
株
式
会
社
日
本
政
策
金

融
公
庫
（
以
下
「
公
庫
」
と
い
う
。）
が
貸

し
付
け
る
普
通
貸
付
、
小
規
模
事
業
者
経

営
改
善
金
、
和
木
町
商
工
運
転
資
金
融
資

要
綱
及
び
和
木
町
商
工
振
興
特
別
融
資
要

綱
に
よ
る
融
資
を
受
け
た
町
内
の
商
工
業

者
（
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人

以
下
の
事
業
所
を
い
う
。）
に
対
し
、
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
利
子
補
給
す
る
も
の

で
す
。

交
付
対
象
者
▼
（1）
町
内
に
引
き
続
き
２
年

以
上
居
住
し
、
同
一
事
業
を
継
続
し
て
１

年
以
上
営
ん
で
い
る
こ
と
。
（2）
町
税
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
。

補
給
率
・
対
象
期
間
・
対
象
限
度
額
▼
利

子
補
給
金
の
額
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
支
払
っ
た
借
入
金

に
係
る
利
子
（
但
し
返
済
期
日
の
遅
延
に

係
る
遅
延
利
息
を
除
く
。
以
下「
支
払
利
息
」

と
い
う
。）
の
う
ち
50
％
に
相
当
す
る
額
と

す
る
。
ま
た
利
子
補
給
期
間
は
３
年
と
し

対
象
限
度
額
は
３
０
０
万
円
以
下
と
す
る
。

利
子
補
給
金
の
申
請
▼
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
利
子
補
給
金
に
つ
い
て
翌

年
３
月
末
日
ま
で
に
、
和
木
町
商
工
会
を

経
由
し
て
和
木
町
商
工
業
者
利
子
補
給
金

交
付
申
請
書
及
び
公
庫
並
び
に
借
入
金
融

機
関
が
発
行
す
る
利
息
支
払
い
証
明
書
を

添
え
て
町
長
に
提
出
す
る
。

問
合
せ
▼
商
工
会
（
☎
53
ー
２
０
６
６
）

　
　
　
　

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

和
木
町
商
工
業
者
利
子
補
給
金
制
度



自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で

す
。

　

今
年
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち

の
方
は
、
４
月
末
に
お
送
り
し
て
い
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
県
税
事
務
所
　

納
税
課
（
岩

国
総
合
庁
舎
１
階
）（
☎
29
ー
１
５
０
２
）

　

身
体
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
障
害
の
区

分
及
び
級
別
に
よ
っ
て
は
、
申
請
す
る
こ
と

に
よ
り
、軽
自
動
車
税
が
減
免
（
全
額
免
除
）

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
腎
臓
機
能
障
害

を
お
持
ち
の
方
も
減
免
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
今
年
度
の
申
請
期
限
は
、
５
月

25
日
㈬
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
税
務
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
税
務
課
（
☎
52
ー
２
１
９
３
）

今
般
の
地
震
の
被
害
を
受
け
て
避
難
を
さ
れ

て
い
る
み
な
さ
ん
へ

　

納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
の
管
轄
外
に

避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
国
税
に
関
す
る

ご
相
談
等
は
最
寄
り
の
税
務
署
で
も
お
受
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
の
納
税
者
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
等
の
期
限
の
延

長
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
の
地
域
に
納
税
地
の
あ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
も
、
交
通
途
絶
等
に
よ
り
申
告
・

納
付
等
が
困
難
な
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期

限
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
状
況
が
落

ち
着
い
た
後
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
還
付
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　

す
で
に
申
告
を
行
っ
て
い
る
還
付
金
の
支

払
い
時
期
等
の
確
認
を
さ
れ
る
場
合
は
、
最

寄
の
税
務
署
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
納
税
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

最
寄
り
の
税
務
署
で
も
納
税
証
明
書
交
付

申
請
書
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
納
税
証
明
書
の
交
付

ま
で
多
少
の
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署

（
☎
22
ー
０
１
１
１
）

●
公
益
森
林
整
備
事
業

目　

的
▼
荒
廃
し
た
森
林
を
強
度
に
間
伐

し
、
針
葉
樹
、
広
葉
樹
が
入
り
混
じ
っ
た
混

交
林
に
誘
導
し
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機

能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

対
象
森
林
の
主
な
要
件
▼
36
年
生
以
上
の
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
人
工
林
（
伐
採
制
限
の
あ
る
林

は
除
く
）

●
竹
繁
茂
防
止
緊
急
対
策
事
業

目　

的
▼
繁
茂
し
た
放
置
竹
林
等
を
緊
急
的

に
伐
採
し
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

県
税（
自
動
車
税
）の
納
期
限
に
つ
い
て

岩
国
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
補
助
率
等
】

い
ず
れ
の
事
業
も
、補
助
率
は
10
／
10
で
す
。

※
事
業
要
件
等
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
の
仕
組
み

●
納
め
る
人

　

個
人
：
県
内
に
住
所
が
あ
る
方

法
人
：
県
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を

持
っ
て
い
る
法
人
等

●
納
め
る
額

　

個
人
：
年
額
５
０
０
円

　

法
人
：
年
額
１
，
０
０
０
円

〜
４
０
，
０
０
０
円

問
合
せ
▼
岩
国
農
林
事
務
所
　

森
林
部

（
☎
29
ー
１
５
６
７
）

　

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で
は
、
動
物

愛
護
を
推
進
し
、
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
に

つ
い
て
、
地
域
の
模
範
的
飼
主
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
犬
・
ね
こ
を
お
譲

り
し
て
い
ま
す
。
譲
渡
の
申
込
み
の
前
に
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
譲
渡
を
希
望
さ

れ
る
方
は
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
・
ね
こ
の
譲
渡
会

期　

日
▼
４
月
24
日
、
５
月
22
日
、
６
月
26

日
、
７
月
24
日
、
８
月
28
日
、
９
月
25
日

●
犬
の
し
つ
け
方
教
室

期　

日
▼
４
月
24
日
、
５
月
22
日
、
６
月
26

日
、
９
月
25
日

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
注
意
事
項
等
、
詳
細
は

左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
ー
９
７
３
ー
８
３
１
５
）

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
☎
24
ー
１
１
３
３
）

使
用
な
し

軽
自
動
車
税
減
免
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
す

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
を

使
っ
て
間
伐
を
し
ま
せ
ん
か

山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

か

ら

の

お

知

ら

せ
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和
木
駅
東
口
の
あ
け
ぼ
の
公
園
内
に
、

幅
１
ｍ
、
長
さ
約
20
ｍ
の
花
壇
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

お
花
の
お
世
話
は
、「
あ
け
ぼ
の
花
壇

グ
ル
ー
プ
」（
11
名
、
代
表
　

和
木
４
丁

目
　

村
田
邦
男
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

花
壇
は
、
季
節
の
花
で
彩
ら
れ
、
和

木
町
を
訪
れ
た
方
や
周
辺
の
皆
さ
ま
の

目
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

和
木
駅
東
口
に

花
壇
が
誕
生
！



【
ご
提
言
】
町
体
使
用
料
金
に
つ
い
て

　

夜
間
に一般
団
体
で
町
体
を
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

19
時
30
分
か
ら
21
時
、
１
時
間
半
の
使
用

で
、
４
０
０
円
×
２
時
間
の
８
０
０
円
を
支
払

い
し
て
い
ま
す
。

　

19
時
30
分
は
、
ス
ポ
少
が
19
時
15
分
ま
で

使
用
さ
れ
て
い
て
、
ス
ポ
少
の
方
が
帰
ら
れ
な

い
と
駐
車
で
き
な
い
た
め
、
19
時
30
分
か
ら
に

な
り
ま
す
。
21
時
は
、
町
体
が
閉
館
の
為
、

使
用
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

使
用
料
金
を
１
時
間
単
位
で
は
な
く
、
30

分
単
位
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
無
理
で
し
ょ
う
か
？

　

３
月
議
会
で
体
育
館
の
使
用
料
金
の
話
が

上
げ
ら
れ
る
と
言
う
事
を
お
聞
き
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
時
一
緒
に
時
間
単
位
の
検
討
も
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
回
答
】

　
い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　

　

町
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
条
例
や
規
則
で
定
め

ら
れ
た
内
容
に
よ
り
運
営
管
理
が
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

利
用
時
間
は
、
９
時
か
ら
21
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
使
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
１
時
間
単

位
と
な
って
い
ま
す
。

　

使
用
時
間
に
つい
て
は
、
申
込
を
さ
れ
た
時

間
内
に
、
準
備
や
片
づ
け
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
時
間
厳
守
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限

ら
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
で
ご
協
力
い
た
だ
く
し

か
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

使
用
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
公
共

施
設
も
同
様
に
１
時
間
単
位
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
現
状
で
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
体
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
方
法
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
そ
の
方
法
に
従
っ
て
ご
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

提
言
箱
は
役
場
（
玄
関
）、
文
化
会
館
、

総
合
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
、
体
育
セ
ン

タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田
分
館
、
和
木
駅

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の「
声
」

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
ご
本
人
へ

の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
投
稿
の

際
に
は
、
必
ず
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
等
の
提
言
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
政
の
参
考
に
は
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
広
報
紙
で
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

※
広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ
る
方
を

除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

町
長
へ
の
提
言
箱
か
ら

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
提
言
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　子ども手当は、平成23年4月～9月までの6ヵ月間、これまでと同じ月額13,000円で引き続き支給さ
れることになりました。
支給金額　子ども一人につき月額13,000円
支給対象となる子ども　０歳から中学校卒業まで（0歳から15歳になった後の最初の3月31日まで）
支給月　平成23年6月（平成23年2月分～5月分）
　　　　平成23年10月（平成23年6月分～9月分）

【ご注意】
◆次の方は、役場住民サービス課への申請手続きが必要です。
　・出生などにより、新たに養育する子どもができた方
　・既に受給していて、出生などにより養育する子どもが増えた方
　・既に受給していて、他の市町村から引越しをされた方
◆次の方は、手続きの必要はありません。
　・既に受給していて、支給対象となる子どもの数に変更がない方
◆平成23年6月の現況届の提出は不要です。
　　ただし、10月に届出・申請などが必要となることがあります。
　詳しくは役場住民サービス課こども担当室までお問合せください。

問合せ　住民サービス課　こども担当室（☎52－2194　内線207）
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①和木町の魅力

　町内に平成24年３月31日までに新築された住宅
で、新築後一定期間（３年間）減額された固定資
産税を納付される方に対し、奨励金を支給しま
す。床面積が50平方メートル以上280平方メートル
以下の住宅で120平方メートルまでの部分が交付の
対象となり固定資産税額のおよそ２分の１が交付
されます。

　安心で快適な生活をいとなむうえで、ライフラ
インの整備は不可欠なものです。和木町では、下
水道の普及率が99.5％であり、町民の皆さまは快適
で衛生的な生活を営んでいます。

　町内に住宅を新築または建設された新築住宅を購
入した場合の資金を、金融機関等から借り入れた方
に対し、利子相当額（年額６万円限度５年間）を補
給いたします。対象となる基準は住宅居住用の床面
積が60平方メートル以上の住宅です。

　行政区域全域が都市計画区域ですが、都市計画税
は課税しておりません。

　役場議会棟１階に開設している町民相談室で取り扱った、平成２２年度の町民相談並びに無料法律
相談の件数は下記のとおりです。

町　　政　　問　　題 個　　人　　問　　題

開　催
相談コード

担　当　課
企 画 総 務 課
住 民 サ ー ビ ス 課
保 健 福 祉 課
都 市 建 設 課
税 務 課
教 育 委 員 会

合　　　計

家 庭 関 係
金 銭 関 係
不 動 産 関 係
そ の 他

合　　　計

2
10
5
15
0
1
33

1

1

1

1

2
1
1
1
5

2
1
1
1
5

2（1）
2（1）
1（1）
1（0）
6（3）

2（1）
2（1）
1（1）
1（0）
6（3）

2
10
5
15
0
1
33

家 庭 内 問 題
相 隣 関 係
金 銭 関 係
破 産
そ の 他

合　　　計

7
2
10
0
1

20

7
2
10
0
1

20

相談件数

相談者数 件　数 相談者数 件　数 相談者数 件　数
平成22年８月 平成23年２月 合　　　計

処理件数 相談内容 相談件数 処理件数

※その他とは、問合せ・照会等

（　）内数字は前年（平成21年度）実績

■町政、個人問題内容別相談業務取扱件数

■無料法律相談利用状況

　現在、和木町では、平成１８年度に策定した「和木町第４次総合計画」における目標人口７，５００人を目指して、町
内人口の増加・定住促進を図るため、町職員で構成した和木町人口定住促進対策委員会を立ち上げ、協議・検討して
います。
　その中の提言の一つとして挙がったのは、「和木町の魅力をアピールすること」です。和木町には、お得で便利な施
策がたくさんあります。その中には、和木町に住んでおられる方でも「知らなかった！！」というものもあるかもしれませ
ん。そんな和木町の魅力を、町民の皆さまに再発見していただくため、今月からシリーズで和木町の施策を紹介してい
きます。町外のお知り合いにも、ぜひご紹介ください。
第１回目は都市計画に関する施策です。

木町住宅建設資金利子補給制度

共下水道の普及率が99.5％ 市計画税

宅建設奨励金
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和

木

短

歌

会

寄
付
・
寄
贈

　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

沖　
　

雄
二
さ
ん
（
関
ヶ
浜
地
区
）

藤
中　

祥
司
さ
ん
（
和
木
地
区
）

藤
沢
リ
リ
子
さ
ん
（
廿
日
市
市
）

村
本　

艶
子
さ
ん
（
瀬
田
地
区
）

●
見
舞
い
返
し

嘉
屋
千
鶴
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

徳
永
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
和
木
地
区
）

上
田
キ
ヨ
コ
さ
ん
（
和
木
地
区
）

箭
野　

賀
代
さ
ん
（
和
木
地
区
）

大
友　
　

勝
さ
ん
（
和
木
地
区
）

和
木
俳
句
教
室
句
会

強
き
波
車
も
家
も
引
き
つ
れ
て

　

荒
れ
野
と
化
す
は
瞬
時
の
出
来
事

大
地
震　

津
波　

原
発　

被
災
地
は

　

か
な
し
き
ニ
ュ
ー
ス
今
日
も
続
け
り

人
知
で
は
及
ば
ざ
る
こ
と
多
か
り
き

　

北
に
南
に
春
は
渦
巻
く

何
事
も
無
き
こ
と
の
幸
夜
の
床
に

　

母
の
寝
息
を
た
し
か
め
て
寝
る

震
災
の
余
波
続
く
中
小
旅
行

　

こ
こ
ろ
切
替
え
ひ
と
時
遊
ぶ

黙
禱
す
父
母
の
み
墓
や
雉
子
鳴
く

竹
垣
に
干
す
布
靴
や
花
大
根

さ
ざ
波
の
中
に
沈
め
る
白
魚
網

老
ひ
ふ
た
り
土
筆
の
袴
取
る
夕
べ

裏
山
は
わ
が
家
の
宝
庫
百
千
鳥

桜
雨
寄
り
添
ひ
て
座
す
羅
漢
ぞ
う

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

■
親
心
が
狙
わ
れ
ま
す
！

・「
他
の
お
子
さ
ん
は
す
で
に
準
備

し
て
い
る
」「
絶
対
成
績
が
上
が

る
」「
責
任
を
も
っ
て
面
倒
を
見

ま
す
よ
」
な
ど
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
で
親
の
心
理
を
狙
っ
て
き
ま

す
。

・
教
材
の
販
売
だ
け
な
の
に
、
さ
も

家
庭
教
師
が
派
遣
さ
れ
る
か
の
よ

う
に
勧
誘
す
る
た
め
、
勘
違
い
さ

せ
ら
れ
て
教
材
を
契
約
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
契
約
内
容
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
契
約
書
な
ど
で
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で
き
ま
す

・
業
者
は
電
話
を
か
け
て
訪
問
の
約

束
を
取
り
付
け
て
か
ら
、
訪
ね
て

来
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
書
受
領
日

か
ら
８
日
間
）
で
き
ま
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ

て
し
ま
っ
て
も
、
勧
誘
時
に
、
事

実
で
な
い
こ
と
を
告
げ
ら
れ
て
い

た
り
、
断
っ
て
い
る
の
に
強
引
に

勧
め
ら
れ
た
り
し
て
契
約
に
至
っ

た
場
合
は
、
契
約
の
取
消
し
が
で

き
ま
す
。

【
相
　
談
】

　

電
話
で
「
お
子
さ
ま
の
こ
と
で
良

い
話
が
あ
り
ま
す
。」
と
言
わ
れ
、
説

明
を
聞
く
た
め
に
自
宅
に
来
て
も

ら
っ
た
。「
今
か
ら
準
備
を
始
め
な
い

と
手
遅
れ
に
な
る
。
小
学
６
年
生
を

対
象
に
地
域
限
定
３
人
の
み
訪
問
し

て
い
る
。」「
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
計

画
表
も
作
る
し
、
１
日
20
分
間
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
る
だ
け
で
成
績
が
必
ず
上
が

る
。」
と
説
得
さ
れ
た
。
セ
ー
ル
ス
マ

ン
は
有
名
大
学
の
心
理
学
を
勉
強
し

て
い
る
人
だ
と
言
う
の
で
、
信
用
で

き
る
と
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
込
み
教
材
３
年
分
の
契
約
を
し

た
が
、
70
万
円
と
高
額
な
の
で
返
品

し
た
い
。

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

問合せ ▼税務課（

全期分

５月分

３・４月分

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

軽自動車税

町営住宅使用料

上下水道使用料

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 71

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

（
4
月
句
会
）

向
田
登
美
子

広
宇
次
信
子

正
中
ツ
ヤ
子

横
川
美
代
子

大
野　

千
尋

き
ぎ
す
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　平成22年度の可燃ごみ搬入量は、963,320kgで、2年連続で1,000トンを下まわり、平成21年度との比較で

は、約29トン減少しました。人口一人当たりの年間量では、平成22年度は145.3kgで、平成21年度の

148.1kgに比較して、2.8kgの減少となりました。

　今後も更なるごみの減量化にご協力をお願いいたします。

　町では、地球温暖化防止に向けた地域からの取り組みを推進するため、「地球温暖化防止活動推進員」
を募集しています。
推進員の要件　
　・町内在住または和木町に勤務されている方
　・年齢１８歳以上
　・町、県、地球温暖化防止活動推進センター等の行う催事、事業に協力し、活動できる方
推進員の任期　平成２３年６月１日～平成２５年５月３１日（２年間）
推進員の活動内容　
　①地球温暖化防止活動を行う住民等への情報提供、協力
　②町や県、山口県地球温暖化防止活動推進センター等の施策への参加、協力
　③地球温暖化防止活動診断の診断員として、家庭における温暖化対策の取組状況の診断、助言等
応募期限　５月２０日（金）
応募方法　
　応募用紙に必要事項を記入のうえ、住民サービス課に提出してください。（ＦＡＸ可）
　※応募用紙は住民サービス課にあります。和木町ホームページからも入手できます。
その他　
　推進員活動は無償でお願いしています。謝金の支給は行いません。
　推進員氏名及び市町名のみ、ホームページ等で公表します。
問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）
　詳しい内容については、和木町のホームページ（http://www.town.waki.lg.jp/）でご確認ください。

可燃ごみ搬入量の推移

平成 18 年
平成 19 年
平成 20 年
平成 21 年
平成 22 年

1 , 0 3 7 , 6 2 0
1 , 0 3 5 , 8 1 0
1 , 0 1 6 , 4 9 0
9 9 2 , 2 4 0
9 6 3 , 3 2 0

6 , 6 5 4
6 , 6 0 3
6 , 6 8 2
6 , 7 0 2
6 , 6 3 1

1 5 5 . 9
1 5 6 . 9
1 5 2 . 1
1 4 8 . 1
1 4 5 . 3

　町では、平成２３年度も引き続いて、地球温暖化対策を推進するため、町内におい
て太陽光発電システムを新たに設置する方に対して、設置費の一部を助成します。
【補助制度の概要】
補助金額　
太陽電池モジュールの最大出力１ｋｗあたり３万５千円（上限４ｋｗ、１千円未満切り
捨て）
申請窓口・問合せ　
住民サービス課（☎５２-２１９４）（　５２-７２７７）
※ 本 補 助 金 の 詳 し い 内 容 に つ いて は 、和 木 町 の ホ ーム ペ ー ジ
（http://www.town.waki.lg.jp/）でご確認ください。

和木町太陽光発電システム設置費補助金
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

可燃ごみ量 (kg） 人口 (人） 人口一人あたり
（kg/ 人）

18
920,000

940,000

960,000

980,000

1,000,000

1,020,000

1,040,000

1,060,000

138.0

140.0

142.0

144.0

146.0

148.0

150.0

152.0

154.0

156.0

158.0

19 20 21 22
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男　3,285人
（－13）

女　3,289人
（－14）

平成23年4月1日現在
総人口　6,574人

世帯数　2,750世帯

和木町の面積　10.56km

（－27）

（＋6）

3
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262

184
153
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216
230
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193
187
184
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250

0 4
13

67
93

134
192
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228
209
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165

199
244

188
200

134
141

167
165
177

岩
下
め
ぐ
み

い
わ
し
た

森
本
　
達
矢

も
り
も
と

た
つ
や

古
川
真
衣
美

ふ
る
か
わ

ま   

い   

み

鳴
井
沙
由
美

な
る
い

さ   

ゆ   

み

①保健福祉課
②何事にも、笑顔を忘れずに明るく前向きに取り組み
ます。自転車で町内を回っているので、見かけたら
声を掛けてください。笑顔であいさつをします。

③お菓子作り
④片づけることは得意です。雑貨作り。
⑤社会福祉士の専門性を活かし、福祉のことなら「岩
下」と言っていただけることを目標に頑張ります。
町民の皆さまが安心して暮らせ、和木町が好きと
思っていただけるような福祉を目指したいです。

①税務課
②常に人の気持ちを考えて行動し、またどのよ
うなことでも覚えていくことを心がけていま
す。
③ツーリング・読書
④柔道
⑤一日も早く仕事を覚えて、住民の皆さまのお
役に立てるように頑張ります。どうぞよろし
くお願いします。

①幼稚園
②何事にも一生懸命取り組みます！子どもたちにも
負けないくらい素直な性格だと思います。涙もろ
く、よく泣きます。
③写真を撮ること、廃材工作、体を動かすこと
④一輪車に乗ること
⑤毎日分からないことだらけですが、子ども達が元
気いっぱいに笑ったり泣いたり怒ったりする姿に
支えられています。子ども達と互いにいろんな気
持ちを共有できる、大人であって、子どものよう
な先生でありたいと思っています！

①保健福祉課
②何事も明るく前向きにとらえ困難をプラスに
考えることができます。
③読書
④スケート
⑤早く様々な仕事を把握し、町民の皆さまに頼
られる存在になりたいと思います。

新
規
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す

①
所
属

②
自
己
Ｐ
Ｒ

③
趣
味

④
特
技

⑤
こ
れ
か
ら
の
抱
負
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